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図 6
Axw… xw- xcの分子量依存性は図5からAxw- nO21であることがわかるO図6は(1)式に現れ
る界面エネルギーγ, γx｡-γXpをx一打 こ対 してプロットしたものであるOγとγxa- γxpの
交点がぬれ転移点でこの点の左側は完全ぬれ (cosβ-1)で,右側は部分ぬれ (cosβ<1)
を示すo転移点近傍で γ- (I- xc)1･5, γxα- γxp～ (xl c)0･5であることが図からわかるo





















はAK- I-xc, Eを決めた時の接触角の分子量依存性を示 したグラフである｡図の中桔どの
直線部分の傾きからcosO～ nO2･1であることがわかる｡γ-a;0･25,cosQ- n02･1を用いると(1)
式からrxa- γxp～ n;0･15となり, γの方がγxa- γxpよりも分子量依存性は強 く減少するoこ
れはなぜ分子量が大きいものほど完全ぬれの領域が拡がるかという問の答えになる｡もし,
γxα- γxpの方がγよりも分子量依存性が強ければcosoはnの増加にともなって減少すること
になってしまう｡
ぬれ転移の実験的検証は数少なく,Cahnモデルで示 したような温度変化にともなう転移は
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schmitとMoldover(2)がnuorocarbon/alcohol溶液で検証 したのみで,その他は成功 していな
いようである｡この難 しさは実験方法にあるのではなく,ある有限の温度領域 (溶液が結晶化
しないような)で界面エネルギーが変化するような物質をえらぶことにある｡
もし,fluorocarbonの分子量を変化させてやることができれば,接触角,転移点などの分子
量依存性が議論できるであろう｡
理論的には2次のぬれ転移も議論することができる｡この場合は薄膜から巨視的なぬれ膜-
の転移になると主張されている｡(6)
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